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内容

1 飛行機の揚力とベルヌーイの定理（翼断面と空気循環）

2 渦なしの場合の大気の流体力学

3 長い翼の周りの渦なし定常流(２次元流体力学への帰着：流速/音速比小で
さらに関数論にほぼ帰着)

4 複素速度ポテンシャルと２次元翼断面に働く力（Blasiusの第一公式）

5 平面翼，平底円弧翼，円弧翼の場合の揚力（今井理論：等角写像，Kutta
の条件）



１， 飛行機の揚力とベルヌーイの定理



ヘリコプターの場合の実例と目標



揚力発生の基本



翼の周りに発生する循環



２，渦なしの場合の大気の流体力学



圧力と密度の関係式



流体の方程式系



渦なしの流れ



３，長い翼の周りの渦なし定常流



２次元渦なし定常流の方程式系



定常流の方程式系とCauchy-Riemann系への帰着



４，複素速度ポテンシャルと２次元翼断面に働く力



複素速度ポテンシャルの形



翼断面に働く力



Blasiusの公式１の系



５，平面翼，円弧翼，平底円弧翼，の場合の揚力



平面翼の場合１



平面翼の場合２



円弧翼の場合１



円弧翼の場合２



平底円弧翼の場合１



平底円弧翼の場合２



結論



ご静聴ありがとうございました


